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’1　は・じめに　ー・

、鞍柳9年禎砥日秒児騨含第鯉縫の
購行琳）墜行わ桝、、騨シソ壁艶堕児蝿
璽畢来』にどンポジ蚤トとして参力口』顔．日券からの病．

加そ訪ザてみれ頃異a本の小児栄養の歴史をふま凡て論
∫、 　　　　　　ヒ）　・ぺ　　　卸ノまP　　　Pゼ』

覗弾も舜馳れ糠ヤ．騨塑蓼みる裾躰
り碑羅の暦卑姻獣る鍵勢藝鯵こ遡貯
粉乳ゐ歴史がある匠遍ぎな恥こと滲わかった。厚生省が

1974年母乳醜雍鞭黙瞬動ったと鑓児繭、
整粉乳が進歩しだこと囎鎚考墜マ磯L縢期の
乳児の栄養状態が改善きれたと乏，二般に栄養環境ボ良

くなったことなどの結果，母乳栄養簿太工栄養のヵ法や

その比率ヒ離雅濠などが零きく変化している現時卓謄お．
し・セ，我が国の母乳巣養や人工栄養や離乳あ崖史を蛸か

にし勲ないと・灘幾沸そは懲繍莱
砺針を磁しが趣おそ鶴感じられる．　・・

丈越蝿賦購轍曝人手蝋纐
噸す綴細の麟を逐繭飛てゆく；餉砺、る
が幡編途はそ嬉躍賛陥本お鵬鞭の藪あ

鰍糊本り鹸と小購嫌鋤単噸磁
ことにする　もちうん『日奏め歴史を筒単に述べると糞

は容鱒い礁、轡撫藤轍鱗鍵
限ること貼、というこ聾熱邸児保慰関す級

委というこ挙な雛小撫健の暦史鰻鱒子紙
φ鯉鰻、る旋鞭よそれにゆサる騨鞭し乏1、

　n，小児栄養に関係ある眉本略史1－「 』回〉、｝

　勧2』伽輸；轍あ鹸花厳る海の水位あ庸あ
たあに，日禾初島ほ夫陸から切づ離さ孔て，ゴまぼ現在あ

まうな地埋的涙態従査ったど挺楚されているる日本列島

　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　 ご　　ドしニ　

にとり残された狩猟民は1掩00～1∫500』人位と推定され
　　　　　　　　じ　ヨ　　　ヘ　ド　　　　　ヤているが3，㌦食生活ほ狩猟＝採集1漁携の時代を経て‘一

農耕の時代へと進んでゆく。　』　”

　そのおよ そは，筆者が主として渡辺実氏の日本食生活

史4，により，種々の文献を参考に、して作成した第L図の

さ賛あつたζ考界惣琶 、』、、、．．　、、、、

　爆の歴暫考襯磐・紀鞘卿．鱒難り嘆
御ま，、1緯弄5斡年頃仏教グ漢来しオ挙斐傘蓼嬬挙かな甘

ればならない。米作りに屯2ズ串現・含頑骸存貴族が乳り．

僻の鞭喉蓼蝋曜取から遠ざかり・・趣が徐

々に購曝び璽籔勲塑時慨 来揮還
粟欝簿慧磐鍾稗が嚇脇．し紡，・
躰の蘇獣轡嘩す舛軽2Q終轄鞭瞭
の蛭禦われ猶壁熱本繍脚讐曾穏鰻
燦郷すること徳理堕ρζ繍柳墨轡苞
融駅の櫛撤卿魑に，じ瞬玲轡及ば嫡
？た黍の順動嘩額年に・璽ら鱈賄嬰
麟拠嘩御鍛が醗ヤうる塾午趣懸鞭
年）から1885年（明治r2年）までの間に2路固の飢飯が、

　　　　　　　　　　　　　　　　っ【‘㌧　　“’一，ういF．

勲瞭に1回物緯と醜り尋璽禦3難大
凱攣蕪緊酪っだ割解なる・一3、　、、，、、、

c江戸時代に穂塀成した緬したカ1』ごれは勲や

蝶力を赫嚇壬や町人にと察のこ越，羅

瀬讐活癒蝉雑頻縫翼弊講
ど汲碗伽ないことであっ裾江足戦瀕懸

』別g人只割合は武士β～』7％頁姓80～鋳％，、町人ぢ～

遡さ麺塑砥嚇の傘鰯り趣勲
治維新までに～fの程度発達してい為勘は，百姓り食生活

綱べ⑳れ騰ら硬ととになる・一、』≧、』》ご1

　何回かの鴎大飢齢繊麟橘解あろうカ1し1
馴騨嘩即稗を抑鍵裾雑穀の鱒を轡さ
れていた。1649年（慶安2年）’り御触轡には♪v↑百姓は

　　　　　　　　　　　　　　　　　 てロドよな　　　　　　　　をド

錫な≦墜の考描なきもの曝故漱匹こ腿得郵

米雑懸むざ漂子にもくわせ恥 ．い？も聯（，鴛、，

　3月時分の心をもFぢ　食物を大切に町仕候に付ヂ雑穀専
盤詐、候商，変∫」粟ら稗・ 粟・ 大浪その他何にそむ雑穀薯一

勧課を多帳塊し齢ぬま．うに可巌鋤麟蒔
を存・ε出猴得ば～沃重の棄，さ紛あ棄河で筋葉な

磐む1ぎとす七候儀は， もづたいなぎ蓼シご候。亜と毒暑士

　また，同御触秘には「田畑をおこし，田を植え，稲を

刈り， 一入骨折申す時分は，普段より少し食物を能く仕
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り，沢山に食わせ遺い申す可く候」ともあって，家康以

来，徳川時代には農民は食料生牽力しして，． 隼力準ず尋奪

さず程度に扱われてきたのであぢて，一’人格を認めら二れるき

には，はるか遠い存在であった。まして，米雑穀をむざ

むざと食わせといわれた女性や子供は人権を全く無視さ、

れていたのであって，それを反映してか，小児栄養の歴

史に役立つ文献はみいだせない。日本の小児栄養の歴史

は明治維頚以後から靖まら費るを得ない事情が了解され

よう。

　牛乳や貌製品の食用の習慣は700年頃大陸から渡来し

貴族僧侶の間で盛んであった泰が知られ亡心・る。ただし

天平の蔓を接 した都の周囲にば庶民がTた七孔住居」恐

しをしてい為時代であるので1『貴族食≧庶犀食め分離は

心得ておがなければならない6

、1 朝廷でば乳牛の飼育や繁韓琴オを至そき㍉禾智天皇の

献（6多1ん671宰）rには鰍φ騨を麹て牛を鰭し

て喝レ諌辮令（70甫で購薬郷騨鱒培す
る薬戸どともに， 牛乳をしぼる乳戸を設げている。延喜

典薬寮式によれば「』天皇家に供御として届けられる牛乳

の量は1日3升1合5 勺≧悟うから，天皇家では今日の

搬琳尽嫡．くの牛乳が飲腱れていたと推定さ
れ1この詩権嫉畳族犀もひろがり，仏教の教えによづて

禽獣肉の食用がら遠ざか6ていった彼らの栄養を支えた

ものと思われるぎ”r’

　当然想像されるごとであるが』当時の衛生環境≧’技術

からすれば，牛乳め飲用ぼ必ずしも安全ではなからた乙

丹波康頼の隊薗方（9艇年）には・半乳を服するときは・

必ず 1ん2回煮沸して，冷えてから飲むように指示され

てい多が，’これでば医用としてはともかく，乳児の人工

栄養には用いられない。1

　毎序ぴ甲難融牛乳曝煮づめで「にゅラめかゆ」と呼ば

れるコシデソス越卿磁や・更に煮つめて固体にし
た蘇として食用或は薬用きれた。良質の蛋白源として，

母性，妊産授乳婦4）栄養を通じ七，乳児の栄養に無関係

であったとはいいきれないが，貴族階級に限られている

匙でも靭∴琳φ岬蝉の臨こは馳上げるの
は無理であろう己．

　それでも，牛乳や乳梨品マ》陣用は平安時代になって更

に盛ん殖なりピそρ生産地である教は，摂津，近江，丹

波，播磨の四牧の他， 甲斐，武蔵にまで及んで39か所が

皐鐸さ勉℃いる？醍醐とレ）う學贔も登場し，これ嫉固形

罫［亥ル為g志う参ものξ孝えられている。しかし，武

‡ゆ台頭に零ρ頂探族が雍え，牧も，武士の戦㌘で為る

馬の養成地に変貌させられるに及んで，牛乳や乳製晶の

禽恥確範襖蟹獅てしまう・
』一へ れでも徳川幕府が，■一享保のころ房州嶺岡に牛を牧養

　して牛酪を製造していた記録があり，慶応のころ，江戸

＝雑子橋に厩舎をもって，牛乳をしぼり，牛酪を製してい

るなど，牛乳の使用が権力者によって，ほそ鐸そながら

継承されていたのであって，これが明治政府に摂収され

て，外国公使館や政府高官の儒要に応じることになるの

である。

　以上，牛乳や乳製晶の飲食の歴史はバラソスを失する

ほど記したが・それは・ さきに我が国唯1『の少犀栄肇の

歴史として紹介した，育児用粉乳の歴史1Dには当然の瑛

ながら触れられておらないので，それを補っておきたか

づだからである。㌔更に筆者の調べたところでは1886年

（明治3年｝， 前記の2教場に属間に払下げら礼』’築轡こ

牛馬会社が灘され・乾酪（洋名夢一ズ）・、 乳油て洋名バ

タ）の他育児に使吊できそづな懐中乳の粉（洋名ミノレグ

パォダル）や懐中薄乳の粉（洋名コソデソストミルク）

発売の宣伝文がみられるのめセある演，我が国の乳製贔

學造と販売の発端ともいう球きもりが・育児用粉乳の歴

史には紹介されていないのである。

皿 本章の結語

．以上， 小児栄養の歴史は明治維新から始めざるを得な

y・モと， その内容として峠少なくとも母乳栄鶏く芋単

養，離乳の歴史が含まれるぺきことが理解されよう。次

の章力疹潭時記すことにするが1峠後鱒国際シシポ勇ウ

ム「小児栄獲の将来」・に使用した図を紹介してお．く（第

3鴎 ごれは・、本恥脚峨岬の麟の歴魁の
六事存を，鈴木尚名誉敦授爾月本人男性の身長め時代的

変でヒ6！、1こ重ね合わせたも紛で・縄文時代宋期から古壊時

代レモかけての服の鞠 碑黙か．ら徳川時代1こ醐

セ爾継続的な身畏の減少が瞭鐸とすう。初期め増㌍碧孝

作りの採用と騨さサたy・塵拶が挿れに壱よ購曝

族め大陸からの渡牽の影響説もあって，いまだ綿論にな

いようである。次の身長の減少は1禽獣肉の食粛禁止比

続く，牛乳，乳製品食用習慣の衰微が大いに関係ありそ

匁あるが・締欄べ嫡囲鷲決定的な証開はな
い。そうであってみれば，・徳川時代の終りから現代の継

続的で著明な身長の増加は， 栄養，と発育の関係の絶好の

暫料1と思われるの亀、そり府1こ注乳目しながら記述を進夢

るつもりでtまたそ為皆遇って，少犀栄養の歴史が豫健

の研究に繋がると考えられる。

！　　。
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